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はじめに
　ソフトイーサ株式会社 通信事業部は、2008 年 12 月 1 日、ギ
ガビット広域イーサネット専用線サービス「HardEther ( ハード
イーサ )」の提供を新たに開始いたしました。

サービス概要
　HardEther は、当社が電気通信事業法に基づきお客様に対して
提供する、ギガビット広域イーサネット専用線サービスです。お
客様が指定された 2 拠点間を、1 Gigabit Ethernet の通信速度を
実現する光ファイバ専用線で、高速・高品質に接続します。
非常に高速
最大 1 Gbps の通信が可能です。

極めて低遅延
2 拠点間の通信遅延時間は、通常 1.0 ミリ秒以下となります。

専用線
普通のブロードバンド回線や広域イーサネット回線などの共
有網と異なり、本サービスは専用線にて提供いたします。ベ
ストエフォートではありません。 

スループット ( 速度 )、遅延、パケットロス率の保証
特に、スループットについては 800 Mbps 以上を保証し、
万一それ以下の品質となった場合は、損害賠償をいたします。 

中小・ベンチャー企業様でも利用可能な低価格と割引サービス
2 拠点を 1 Gbps で接続する場合で月額 18 万円台から、さら
に「ベンチャー割引」で月額料金を 5 万円値引きいたします。 

イーサネットで拠点間を簡単に接続、VLAN も通過
とても長い LAN ケーブルとして利用できます。VLAN タグ付
きフレームも自由に通過可能です。

HardEther に関する提携企業

スループット 800 Mbps 以上を保証 違反の場合は損害賠償
　Bフレッツ等のベストエフォート型ブロードバンド回線 +VPN
を用いた場合と比較して 10 倍以上の速度で通信が可能です。ま
た、同一市内 0.5ms、同一県内 0.8ms 以下の遅延で通信可能です。

ベンチャー企業でも利用可能な価格帯
　月額料金は、2拠点合わせて同一市内では 18 万円台、同一県
内では 31 万円台、別々の県間では 38 万円台となっております。
　ベンチャー企業様・学術研究機関様の場合は月額料金をさらに
5万円値引きいたします。

B フレッツで VPN を
組む場合、Windows
ファイル共有では
27.4Mbps 程度しか
速度が出ません。

同一市内の 2 拠点の
場合、HardEther 専用
線では最短 0.07ms 以
下で通信できます。

他社の 1Gbps 広域イーサネッ
トサービスでは高価なためベ
ンチャー企業等は利用できま
せん。

他社 1Gbps 広域イーサネット
サービスと比べより短い値で
通信遅延を保証しています。

NTT や KDDI の広域イーサネットよりも低遅延
　他社の広域イーサネットサービスでは通信遅延保証が 5.0ms
となっている 2拠点間について、HardEther 専用線では 0.5ms ～
0.8ms 保証で提供可能です ( 遅延がこれ以上となった場合、返金します )。
　遅延が 1.0ms を超えると、FTP やWindows ファイル共有プロ
トコルの通信速度が大幅に悪化します。

NTT や KDDI の 1Gbps 広域イーサネット
サービスの通信遅延保証は、月額料金が
HardEther よりも高価であるにもかかわら
ず、県内 5.0ms、県間 17.5ms となってい
ます。
5.0ms の遅延があると、たとえ専用線の帯
域が 1Gbps であったとしても、Windows
ファイル共有の伝送速度は 35Mbps 程度ま
で落ちてしまいます。
HardEther では同一市内 0.5ms、同一県内
0.8ms を保証します ( 実際にはより低遅延
です ) ので、LAN内と同等程度のスループッ
トが得られます。

ソフトイーサ株式会社は、HardEther サービスを電気通信事業法に基づき、専ら公共の福祉の向上のために低価格で提供いたします。

このパンフレットの記載事項は2008年 12月 1日時点のものです。最新情報につきましては、http://www.hardether.jp/ をご覧ください。記載されている商品名・会社名は、一般に、各社の登録商標または商標です。
本サービスは、上記Webサイトに掲載されている契約約款に基づき提供されます。お申込み前に、必ず契約約款をお読みいただきますようお願い申し上げます。

http://www.hardether.jp/
Web サイトにアクセスしていただき、接続をご希望される
2拠点間の住所を選択していただければ、即座に月額料金を
計算いたします。また、その場でお申込みも可能です。

サービスエリアは 1都 4県

帯域保証付きギガビットイーサネット専用線を 1拠点 7万円台から
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HardEther 専用線サービスの基本スペック
項 目 内 容
名 称「HardEther」 ( ハードイーサ )
サービス運営主体 ソフトイーサ株式会社 通信事業部
概 要 ギガビット広域イーサネット専用線サービス

特 徴

高速・高品質・低遅延でバックアップ回
線付きのギガビットイーサネット専用線
により、お客様の指定された 2 拠点間の 
Ethernet 通信を実現

通 信 速 度 1Gbps
インターフェイス 1000Base-T

サービスタイプ
・バリュータイプ
・スタンダードタイプ
・エンタープライズタイプ

品 質 保 証

保証する項目 保証値
通信速度
( スループット )

800Mbps 以上

遅延時間
( ディレイ )

線路長 1km あたりおお
よそ 0.01msec 程度とし
て計算し当社が契約前に
指定した値

パケットロス率 原則として 0.05%以下

サ ー ビ ス 品 質
保 証 制 度 (SLA)

一定時間 ( 通常 15 分間 ) 以上、品質保証
を満たせない状態が継続して発生した場
合、当該期間の料金の 2 倍 ( バリュータイ
プについては 1 倍 ) を返金。

最 低 利 用 期 間 開通後 1年間
主 要 な お 客 様 企業および SOHOのお客様

サービスエリア
東京都・茨城県・千葉県・埼玉県・神奈川県
( ただし一部のエリアは除きます )

サービス発表日 2008 年 11 月 25 日 ( 火 )
サービス開始日 2008 年 12 月 1日 ( 月 )

主要な提携会社
(2008 年 12 月 時 点 )

・株式会社 TOKAI 様
・三栄通信工業株式会社様
・株式会社東電通様

「拠点A」と「拠点B」を光ファイバ専用線で接続
　HardEther サービスは、お客様が指定された 2箇所のお客様拠
点間に、ギガビットイーサネット専用線を設置し、お客様がその
専用線を用いて任意の通信を最大 1Gbps の速度で使用できるよ
うにします。
　お客様が A拠点と B拠点の住所や建物名 ( ビル名 )、フロア番
号等を指定された場合、当社はそれぞれの拠点に「回線終端装置」
を設置し、その 2個の回線終端装置の間に、光ファイバによる
専用線を設置いたします。

回線終端装置
　当社は、お客様の指定されたそれぞれの拠点に「回線終端装置」
( モデムのようなものです ) と呼ばれる装置を設置します。回線
終端装置には光ファイバケーブル ( 専用線のケーブル ) が接続さ
れており、また、1個の LANポート (RJ-45LAN コネクタメス端子 )
が付属しています。

回線終端装置とは
　当社が設置する HardEther 専用線のうち、物理的な線路は光
ファイバケーブルであり、そのままでは通信を行うことができま
せん。当社は、光ファイバケーブルを設置した後、ケーブルの両
端に、「回線終端装置」と呼ばれる箱のような機械を接続・設置
します。

回線終端装置は、「ターミナル・アダプタ (TA)」や「メディア・コ
ンバータ ( メディコン )」などと呼ばれることもあります。ただし、
当社の使用する HardEther 用回線終端装置は、特殊に組み立てた
ものであり、一般に市販されているものではありません。

回線終端装置の LANポート
　回線終端装置の LAN ポートは、1000Base-T に対応した
Ethernet 機器を LAN ケーブルで接続することができるように
なっています。LANポートのインターフェイス等は、接続インター
フェイスおよび通信可能なパケット等の仕様で定めます。
　お客様ネットワークとHardEther 専用線とを、法律・契約上分
離するべき点を「責任分界点」と呼びます。責任分界点は、回線
終端装置の LANポート (RJ-45 メスコネクタ ) となります。

回線終端装置と責任分界点

回線終端装置の LANポート LANポートにおける
お客様ネットワークとの接続例

サ ー ビ ス タ イ プ サ イ ズ (ヨコ×タテ×オクユキ) 重 量
バ リ ュ ー タ イ プ 30 x 25 x 10 (cm) 2kg
スタンダードタイプ 60 x 55 x 60 (cm) 32kg
エンタープライズタイプ 60 x 55 x 60 (cm) 32kg

回線終端装置のサイズ

A B

( : 1Gbps)

なお、ご要望により 19 インチラックへのマウントも可能です。バ
リュータイプの場合は 1U、スタンダード / エンタープライズタイ
プの場合は 3Uの空スペースが必要です。



4

お客様ネットワークと専用線との接続方法

レイヤ 2 (Ethernet) で接続
　当社が設置した専用線の両端の回線終端装置の LAN ポート
(RJ-45LAN コネクタメス端子 ) に、お客様は、任意の 1000Base-T
に対応した Ethernet 通信装置 (HUBやスイッチ、ルータ、PCなど )
を接続することができます。
　例えば、下図のように、お客様拠点 Aにある既存の「お客様
ネットワークA」とHardEther 専用線の回線終端装置Aを接続し、
同様に、お客様拠点 Bにある既存の「お客様ネットワーク B」と
回線終端装置 Bを接続することができます。

HardEther 専用線サービスは、お客様の指定された 2拠点間を結
ぶ、とても長い LAN ケーブルと同様に機能します。お客様は、
HardEther の専用線を用いて、2拠点にある別々のネットワーク同
士を、簡単に 1つのネットワークとして接続することができます。

責任分界点
　お客様ネットワークとHardEther 専用線とを、法律・契約上分
離するべき点を「責任分界点」と呼びます。責任分界点は、回線
終端装置の LANポート (RJ-45 メスコネクタ ) となります。

当社は、2拠点の回線終端装置の責任分界点より内側 ( 専用線側 )
を責任範囲として保守・管理いたします。責任範囲の内側で生じ
た故障などのトラブルは、当社が責任をもって修理いたします。
責任分界点よりもお客様寄りのネットワーク(責任範囲の外側)は、
専用線ではなく、お客様のネットワークとなります。

接続インターフェイス・通信可能なパケットの仕様
項 目 内 容
インターフェイス条件 1000Base-T
回 線 終 端 装 置 の
物 理 コ ネ ク タ

ISO8877 準拠の RJ-45 メスポート
( 普通の LANポート )

接 続 可 能 な
物 理 コ ネ ク タ

ISO8877 準拠の RJ-45 オス端子
( 普通の LANケーブルのコネクタ )

M D I / M D I X AUTO-MDIX
通 信 モ ー ド オートネゴシエーション

適 合 ケ ー ブ ル 4対UTP/STPケーブルカテゴリ5e以上
( 普通の LANケーブル )

通信プロトコル (L2) Ethernet ( イーサネット ) 最大 : 1,518Byte

通信プロトコル (L3)
Ethernet 上で動作する任意のプロトコルの
通信が可能です。( 例 : IPv4, IPv6, NetBEUI, 
AppleTalk, 専用プロトコル等 )

VLAN タ グ 付 き
フ レ ー ム

IEEE802.1Q に準拠した、任意の VLAN ID を付加
した VLAN タグ付きフレーム ( 最大 : 1,522 バイ
ト ) を通過可能です。ただし、VLAN ID は 1 から 
4,091 まで (VLAN タグ無しも通信可能 )

　下図の「お客様ネットワーク A」と「お客様ネットワーク B」のそれぞれのレ
イヤ 2セグメントは、HardEther 専用線によって、1つのレイヤ 2セグメントとし
て接続されたことになります。HardEther 専用線を契約している限り、お客様は、
離れた拠点同士で、超高速・低遅延のギガビットイーサネット通信を利用できる
ようになります。

3 種類のサービスタイプ
　HardEther サービスには、3つのサー
ビスタイプがあり、それぞれ、月額料金、
専用線の本数およびバックアップ回線の
有無、その他の条件が異なります。

サ ー ビ ス タ イ プ 特 徴
バリュータイプ

専用線 : 1 本

バックアップ回線 : なし

月額料金 : 低い

2拠点の間に、1本の専用線を設置します。
万一、この専用線や専用線用の光ファイバ通
信機器が故障した場合は、その故障が復旧す
るまでの間、通信が不能になります。

スタンダードタイプ

専用線 : 1 本

バックアップ回線 : 1 本

月額料金 : 中くらい
( おおよそバリュータイプ

+10 万円程度 )

2 拠点の間に、1本の専用線と、1本のバック
アップ回線を設置します。
通常は専用線を用いて通信を行います。
万一、専用線や専用線用の光ファイバ通信機
器が故障した場合は、その故障が復旧するま
での間、自動的にバックアップ回線に切り替
わり、バックアップ回線を用いて通信を行い
ます ( ただし、バックアップ回線における通
信速度はおおよそ 50 ～ 80Mbps 程度であり、
専用線と比較すると非常に低速です )。
専用線の故障が復旧した場合は、専用線に自
動的に切り替わります。

エンタープライズタイプ

専用線 : 2 本

バックアップ回線 : 1 本

月額料金 : 高い
(おおよそバリュータイプの

2倍程度 )

2 拠点の間に、2本の専用線と、1本のバック
アップ回線を設置します。
通常は 2本の専用線のうちいずれか 1本を用
いて通信を行います ( 通信を行っている専用
線が故障した場合は、もう 1本の専用線を用
いて通信を行います)。したがって、スタンダー
ドタイプと比較すると、専用線が故障しにく
い構成となっています。
万一、2本の専用線の両方とも故障した場合は、
スタンダードタイプと同様に、自動的にバッ
クアップ回線に切り替わり、バックアップ回
線を用いて通信を行います。

光ファイバの専用線は、どのような場合に故障するのでしょうか
　現実的には、専用線や光伝送装置等に故障が発生する可能性は
極めて低く、特殊な事件・事故などがない限りは、5年間に 1度
程度も故障しないものと見込まれます ( ただし、この記述は、5年
間に1度程度しか故障しないことを保証するものではありません)。
　　専用線の故障の原因となる事件・事故としては、屋内の光ファイバケーブルをお客様
や建物内の通行者等が誤って触るなどの不注意によるほか、悪意のある者等によるいた
ずら、浸水、凍結、クマゼミの卵が屋外ケーブルに産み付けられることによる破損、トラッ
ク等が屋外の電柱のケーブルを引っ掛けて切断してしまう事故、地震等による衝撃、ケー
ブル火災、電話局内部での事故、工事作業員によるミスなどが考えられます。また、専
用線のうち光ファイバケーブルが故障していない場合でも、光伝送装置にゴミが入った
り、コンデンサや LED 等が経年劣化で故障したりすることにより、通信が不能になる場
合もあります。

　スタンダードタイプおよびエンタープライズタイプのバックアップ回線は、専
用線ではなく、共有回線を用いて提供いたします。ただし、回線終端装置に内蔵
したレイヤ 2VPN( 仮想プライベートネットワーク ) 機能により、バックアップ
回線を用いてデータが流れる場合は、自動的に暗号化され、盗聴・改ざんを防止
します。なお、専用線が故障した場合は、自動的に VPNに切り替わりますので、
お客様は VPN に関する操作を行う必要はありません。また、VPN を利用してい
る場合は、専用線と比較して通信のスループットが低下するなどの品質低下があ
りますが、通信することができるプロトコルの仕様は、通常通信可能なパケット
等の仕様と同一 (VLAN 等も透過可能 ) となっています。

バックアップ回線について

スタンダードタイプ・エンタープライズタイプは死活監視付き
　当社は、専用線や回線終端装置に故障が発生していないかどうかの監視 ( 死活
監視 ) を 1秒間から数秒間に 1回程度、監視センタから監視いたします。

スタンダードタイプ

エンタープライズタイプ

バリュータイプ
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料金制度・割引について

初期料金
　「初期料金」は、HardEther サービスを導入する際に、最初に
のみかかる費用です。導入・開通後にお支払いいただくこととなっ
ております ( 開通前にお支払いいただく必要はありません )。
　初期料金は、「初期費用」と「工事費等加算額」の 2つを合算
した金額となります。

　一般的に、「初期費用」は 2拠点を合わせて 6万円～ 30 万円
程度で、1ヶ月間の月額料金よりも安価である場合がほとんどで
す。具体的な料金はWeb サイト http://www.hardether.jp/ 
より自動見積システムによって瞬時にお調べいただけます。

工事費等加算額
　工事費等加算額は、お客様が接続を希望される2箇所の拠点(仮
に拠点 A、拠点 Bと呼びます ) について、工事の内容が複雑な場
合に限り、工事費 ( 実費 ) が加算されるものです。これらの工事
費がかかるかどうか ( かかる場合はその金額 ) は、お客様が申込
みされた後の事前現地調査の際に、現場を工事係員が拝見して決
定します。

　当社が派遣した工事係員が事前現地調査の際に現場を拝見した
際に、工事費等加算額の金額を決定いたします。この場合、金額
に協議の余地がある場合は、お客様は、工事係員との間で金額に
ついて協議していただくことができます。
　仮に工事費等加算額の金額に関する協議が整わない場合は、そ
の協議が整わないことを理由に、お客様は申込みをキャンセルす
ることができ、この場合、キャンセル費用等は一切かかりません。

　工事費等加算額は現場を調査しなければ算出することができな
いことをご了承ください。なお、工事費等加算額がかかった場合
であっても、その金額は、一般的に、1ヶ月間の月額料金よりも
安価である場合が多いと考えられます。

お客様拠点における光ファイバ工事の例 ( 施工例 : ㈱東電通 )

月額料金
　「月額料金」は、HardEther サービスをご契約中に毎月発生す
る利用料金です。一般的な月額料金の金額 ( バリュータイプ ) を
表にすると以下のようになります。ただし、この表は目安であり、
実際の月額料金は自動見積りページからご確認ください。

2 拠 点 間 の 距 離 月 額 料 金 (2 拠 点 合 計 )
非常に近い 2拠点 18 万円程度
同一市町村内の
少し離れた 2拠点 19 ～ 31 万円程度

同一都道府県内の 2拠点 31 ～ 38 万円程度
異なる都道府県内の 2拠点 38 ～ 106 万円程度

　月額料金は、回線が開通した月以降、毎月発生します。毎月分
の月額料金は、翌月の初頭に、当社から郵送にて請求書を発送い
たしますので、銀行振込にて、翌月末日までに振込をお願いいた
します。
　振込手数料はお客様負担となります。2008 年 12 月時点では、クレジットカー
ド払いおよび口座引き落とし払いには対応しておりません。今後対応予定です。

初期費用・月額料金の具体的な金額の算出方法
　「初期費用」、「月額料金」の具体的な金額はコンピュータによ
る自動見積システムによってお調べいただけます。
http://www.hardether.jp/ へアクセスしてください。

Webサイトにおける見積結果の表示例

複数回線割引
　同一のお客様がHardEther 専用線を複数回線契約されている場
合最大10%まで月額料金を割引いたします。(長期使用割引と併用可能)

長期使用割引
　HardEther専用線を1年間以上継続してご利用いただいた場合、
最大10%まで月額料金を割引いたします。(複数回線割引と併用可能)

ベンチャー割引・アカデミック割引
　中小・ベンチャー企業様を支援するため、一定の規模以下の企
業様または個人事業者様がお客様の場合には、以下のように割引
をいたします。

　初期費用を半額負担し、月額料金から 5万円を値引きいたし
ます。同様に、一定の条件を満たす研究機関・教育機関様につき
ましても、同額を値引きいたします。

割引条件等の詳細につきましては
Webサイト http://www.hardether.jp/ をご覧ください。

同一の契約者様が契約されて
い る HardEther 専 用 線 の 数 月額料金の割引率

2 2.0%
3 4.0%
4 6.0%
5 8.0%

6 以上 10.0%

専用線の継続利用期間 月額料金の割引率
1年以上 2 年未満 2.0%
2 年以上 3 年未満 4.0%
3 年以上 4 年未満 6.0%
4 年以上 5 年未満 8.0%
5 年以上 10.0%

初期費用 50%を割引します
月額料金 5万円を値引します

初期料金 = 初期費用 + 工事費等加算額

工事費等加算額 = 拠点 A の工事費等 拠点 B の工事費等+
ただし、工事の内容により 0円 ( 無料 ) となることがあります。詳しくは、7ページをご覧ください。

月額料金

初期費用

予想開通日数
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サービス品質保証制度 (SLA)
　SLA (Service Level Agreement、サービス品質保証制度 ) とは、
お客様の責任に因らずして、HardEther サービスの回線が全く通
信できない状態になるか、または通信できていてもその品質が規
定される品質を満たさない状態になった後、その期間が一定時間
以上継続して発生した場合 ( 故障といいます ) は、当社が、故障
が回復するまでの期間に応じて規定される料金をお客様に返金す
る制度です。
　HardEther のすべての回線には自動的に SLA が設定されますの
で、SLA を利用するにあたり、追加料金や申込みなどは必要あり
ません。

「故障」の定義
　「故障」とは、HardEther 回線について、通信が全く利用でき
ないか、または通信が利用できていても、規定されている品質を
満たす通信が継続して行えなくなった状態 ( ただし、故障期間が、
サービスタイプおよび特定契約者割引の有無ごとに以下の表で掲
げられる継続時間以上である場合に限ります。) をいいます。

サ ー ビ ス タ イ プ お よ び
特 定 契 約 者 割 引 の 有 無 故障とみなされる継続時間

スタンダードタイプ

15 分間エンタープライズタイプ
バリュータイプ
(ベンチャー割引・アカデミック割引以外)

バリュータイプ
(ベンチャー割引・アカデミック割引 )

24 時間

「故障期間」の計算方法
　故障期間とは、故障 ( ただしこの文においては、故障が継続して発生した
時間が上記の表の継続時間未満でも構いません。) が発生した場合において、
以下のうちいずれか早いほうの時刻から、故障がなくなった時刻
までの間に経過した時間をいいます ( ただし、お客様に起因する理由で、
故障の復旧に遅れが生じた場合、返金金額の計算にあたっては、その遅れた時間

を故障期間から減じて計算します。)

契約者様が発生の事実を当社に対して通知し、当社がその通
知を受信したとき。
例えば、お客様が、夜間にお問い合わせ窓口の FAX 等に対して故障の事実を送信
した場合、当社にその FAX が届いた時刻 ( 係員が不在であっても、受信した時刻
には影響しません。) をもって、受信したとみなします。

当社の係員が発生の事実を認知したとき。2.
スタンダードタイプおよびエンタープライズタイプにおいて、当社は、専用線や
回線終端装置に故障が発生していないかどうかの監視 ( 死活監視 ) を 1 秒間から数
秒間に 1 回程度、監視センタから監視いたします。したがいまして、契約者様が
故障の発生の事実を当社に対して通知する前に、当社の係員が故障の事実を認知
できる場合があります。この場合はそのときから起算します。

SLA 違反の場合、当社は返金により損害を賠償します
　当社は、故障期間があった月について、月額料金を、「1分単
位で集計し、故障が発生していた分数を、その月の月間の総分数 
(たとえば1月については44,640) で割った値」に乗じ、その料金の2倍 (た
だし、サービスタイプがバリュータイプの場合は 1倍 ) の料金を、お客様に
対して返金することにより、故障による損害を賠償いたします。
1分未満については、切り上げます。(ただし、返金額が月額料金を上
回る場合は、月額料金を上限とします。) 

1.

アカデミック割引・ベンチャー割引の場合は、SLA 条件が若干異なります。
詳しくは、Webサイト http://www.hardether.jp/ をご覧ください。

SLA による損害賠償の方法
その故障が発生した月に係る月額料金の請求に際し、請求金額か
ら当該損害賠償金の金額を減じる方法によって返金し、損害賠償
を行います。

SLA の規定による返金が実施されない場合
以下のいずれかに該当する場合、当社は損害賠償を行いません。
契約者様が法令または契約約款による義務を守らなかったり、禁止されている
行為を行ったりした結果によって発生した故障の場合。

契約者様が故意または重過失により、異常な通信やデータ入力を発生させた結
果により生じた故障の場合。

当社の責任範囲よりも外側 (2 拠点の回線終端装置の責任分界点よりもお客様
側 ) が原因で通信が正常に行えない場合。

サポート・修理体制
　万一、HardEther サービスの回線に故障が発生した場合は、当
社は以下の規定に基づき、無償で修理を行います。

当社へのご連絡
　HardEther 回線に故障が発生したと判断された場合は、当社の
お問い合わせ窓口あてにご連絡いただきます。

当社は、あらかじめお客様に、電話番号 ( 通話料無料、受付時間：
契約約款に定める営業時間 )、電子メールアドレスまたは FAX 番
号による「お問い合わせ窓口」への連絡方法について記載した説
明用紙等を、開通時までにお渡しいたします。電子メールまたは
FAX によるご連絡の場合は 24 時間受付とし、それが届いた時刻を
SLA の損害賠償金額の算出の際の起算時刻とします。

スタンダードタイプ・エンタープライズタイプの場合の当社による故障の検出
　スタンダードタイプおよびエンタープライズタイプにつきまし
ては、当社は、専用線や回線終端装置に故障が発生していないか
どうかの監視 ( 死活監視 ) を 1 秒間から数秒間に 1回程度、監視
センタから監視いたします。この場合、監視センタがお客様の拠
点の回線終端装置やHardEther 回線に故障が発生したことを検知
した場合は、お客様からのご連絡がない場合でも、修理対応を開
始する場合があります。

修理のための係員の派遣にかかる期間の基準
　現場への修理係員の派遣にかかる期間の努力基準については、
契約約款により以下の表のように定めており、可能な限りこの期
間内に派遣をするように努めています。

サ ー ビ ス タ イ プ お よ び
特 定 契 約 者 割 引 の 有 無

修 理 の た め の 派 遣
に か か る 期 間

スタンダードタイプ
当日 ～ 翌営業日

エンタープライズタイプ
バリュータイプ
(ベンチャー割引・アカデミック割引以外)

当日 ～ 3 営業日

バリュータイプ
(ベンチャー割引・アカデミック割引 )

当日 ～ 5 営業日

　なお、特に遅延する理由がない限りは、通常は当営業日 ( ただ
し遅い時間帯に故障が発生した場合は翌営業日 ) に修理を開始す
ることが一般的です。

　スタンダードタイプをご契約の場合は、たとえ専用線光ファイ
バや光ファイバ通信機器が故障した場合でも、故障復旧までの間、
自動的にバックアップ回線に切り替わり、バックアップ回線を用
いて通信を行えます ( 約 50Mbps ～ 80Mbps)。
　エンタープライズタイプをご契約の場合は、2本の専用線光ファ
イバを引くため、1本が故障中でも、同等速度でもう 1本 ( 予備 ) 
の専用線光ファイバを用いて通信を行うことができます。

サービススス品質保証制度 (((SLAA)

スタンダードタイプ

エンタープライズタイプ

バリュータイプ

分単位で集計し、
２倍の料金を返金。

分単位で集計し、
１倍の料金を返金。
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お申込みから開通までの流れ

1. 自動見積りシステムによる月額料金等の計算・確定
　HardEther サービスのお申込みを検討されるお客様は、まず、
自動見積りシステムを使用していただき、月額料金等をお調べい
ただく必要があります。自動見積りシステムでは、接続したい 2
拠点の都道府県・市町村・町名などを一覧から選択し、希望する
サービスタイプと割引の有無を指定します。

http://www.hardether.jp/ へアクセスしてください。

自動見積システムにおける 2拠点の指定例

2. Web フォームによるお申込み・お問い合わせ
　自動見積りシステムによる月額料金等をお調べいただいた後
に、そのHardEther サービスの契約のお申込みを希望される場合
は、そのまま申込みWeb フォームに進むことができます。申込
みWeb フォームでは、ステップ 1で選択された住所よりもさら
に細かい住所 ( 番地・建物名・部屋番号など ) を記入することと
なります。

3. 事前現地調査や開通工事等のスケジュールの調整

お申込みフォームの入力例

　Web フォームによるお申込み・お問い合わせを当社が受付け
た場合、後ほど当社より、通常、電子メールまたは FAX により、
お客様のご都合の宜しい日時の候補の一覧をいただくフォームを
お送りいたします。
　これにより、事前現地調査や開通工事等を実施するスケジュー
ルを調整させていただきます。なお、スケジュールは、その後の
状況変化により再度調整をお願いする場合もございます。

4. 事前現地調査の実施 (2 拠点 )
　当社の派遣する係員 ( 通常は、
当社が提携する工事会社の係員数
名 ) が、ステップ 3で調整したス
ケジュールに従い、お客様が指定
された 2 拠点について、実際に
現地の下見を実施いたします。係
員が確認する事項としては、以下
のようなものがあります。 「光キャビネット」の例

・　回線終端装置の具体的な設置場所
(特に部屋の中のどの部分に設置を希望されるか等 )

・　光ファイバケーブル等の配線方法
・　配管等の現状
・　工事費等加算額が別途発生するかどうか

(発生する場合は、工事費等加算額の金額。協議可能 )

　係員は、2拠点の事前現地調査を実施した後、お客様に対し、「開
通工事開始合意書」2部をお渡しいたします。お客様には開通工
事開始合意書に捺印いただいた後、1部を、その場で係員にお渡
しいただくか、後ほど添付されている返信用封筒を用いて当社宛
に送付していただきます。
　当社が「開通工事開始合意書」を受取った場合に、次のステッ
プへ進みます。
　お客様が「開通工事開始合意書」を受取られてから概ね 14 日以内に、
当社がお客様の開通工事開始合意書の返送を確認できない場合は、お申込
みがキャンセルされたものとして取扱います。

　当社は、お客様が指定された 2 拠点とも、以下の 3 つの条件のすべて
を満たす場合は、事前現地調査を省略することがあります。
1. 当社が契約している第一種電気通信事業者の光ファイバケーブルが
すでに官地 ( 公道など ) から建物内に引込まれていること。

2. 建物中の光キャビネット (光ファイバケーブルを安全に収容・成端す
るためのプラスチック製の箱 ) がすでに建物内に設置されていること。

3. お客様が、光キャビネットの設置されている部屋と同一の部屋に回
線終端装置を設置することを希望されること。

　この場合は、工事費等加算額は 0 円 ( 無料 ) となり、事前現地調査を
省略して、ステップ 5へ進みます。特に、上記の 1および 2の条件が満
たされている建物については、お客様が、光キャビネットの設置されて
いる部屋と同一の部屋に回線終端装置を設置することをご了解いただけ
れば、工事が最もスムーズかつ低費用で進みます。

1. 自動見積りシステムによる
月額料金等の計算・確定

2. Web フォームによる
お申込み・お問い合わせ

3. 事前現地調査や開通工事等
のスケジュールの調整

4. 事前現地調査の実施
(2 拠点)

5. 光ファイバの建物への引込み
(2 拠点)

6. 建物内の光ファイバの配線
(2 拠点)

7. 回線終端装置の設置・設定
(2 拠点)

8. 開通試験・開通

HardEther のパートナー（販売代理店）
にお問い合わせいただくことで、より
詳しいサービスのご説明やお見積もり、
お申し込みが可能です。お気軽にご相
談ください。販売代理店の連絡先は、
パンフレットの裏表紙をご覧ください。
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5. 光ファイバの建物への引込み (2 拠点 )
　事前現地調査が完了した後に、いよいよ光ファイバケーブルを、
ご利用拠点を含む建物 ( 通常は 2拠点のため、2つの建物両方 )
に引込みます。ただし、すでに光ファイバケーブルが引込まれて
いる建物である場合は、その光ファイバケーブルを利用する場合
もあります。
　光ファイバケーブルは、光キャビネット ( 光ファイバケーブル
を安全に収容・成端するためのプラスチック製の箱 ) まで引込ま
れます。光ファイバケーブルの引込みにあたっては、当社が契約
する第一種通信事業者の係員等が事前調査および工事にお伺い
します ( 事前調査は行わない場合もあります )。工事等の日程は、
当社または第一種通信事業者の係員等から連絡があり、調整して
いただきます。お客様には、原則として、これらの係員がお伺い
した際の立会い等をお願いします。

6. 建物内の光ファイバの配線 (2 拠点 )
　ステップ 5 による光ファイバの引込みが完了した後に、当社の
派遣する係員が、再度各拠点に訪問させていただき、屋内光ファ
イバケーブルの配線を行います。
　屋内光ファイバケーブルとは、ステップ 5 で設置した光キャビ
ネットから、お客様が回線終端装置の設置を希望される場所まで
の間を接続する光ファイバです。

7. 回線終端装置の設置・設定 (2 拠点 )
　通常、ステップ 6で光ファイバケーブルの配線を行った直後
に ( 改めて後日になる可能性もあります ) 、回線終端装置を設置・
設定いたします。

8. 開通試験・開通

　回線終端装置が設置・設定され、正しく稼動しているかどうか、
および、2拠点間で定められた品質を満たす通信が可能であるか
どうかを、当社の派遣する係員が、実際に両方の拠点にノートパ
ソコン等を接続し、試験いたします。試験の結果に問題がなけれ
ば、HardEther の回線の開通は完了となります。

HardEther の活用例
　お客様は、その専用線を自由な用途でご利用いただけます。
ここでは、具体的な活用例について紹介いたします。

活用例 1: 複数拠点の LANを 1つにまとめる
　HardEther の高速回線を用いると、これまでWAN や IP-VPN 等を用い
て低速に接続していた複数拠点の LAN を高速に接続することができま
す。また、これまでWAN や IP-VPN 等を用いたことがないお客様でも、
HardEther のレイヤ 2接続なら、複数拠点の LANを 1つに統合する用途で、
簡単に活用いただけます。
　IP-VPN や ATM、フレームリレー回線で IP ルーティングを用いて 2つ以
上の LAN を相互接続することはこれまで多く行われてきました。しかし、
イーサネットに対応した機器が LANに普及し、事実上イーサネットが社内
イントラネットで使用される唯一のプロトコルになりつつある現代におい
ては、そもそもイーサネットを用いて複数拠点の LANを統合することが可
能になっています。

構成例
　以下の図の例では、ある企業の本社と支店の 2拠点にある既存の LANの
間に HardEther 専用線を設置し、2つの Ethernet セグメントを 1つに統合
しています。このような場合、もともと 2箇所にあった LAN 同士は別々
のセグメントとなっており、それぞれの LAN間で通信を行うには、IP-VPN
や ATM、フレームリレー回線の導入と、ルータの設置やルーティングテー
ブル等の適切な設定が必要でした。
　HardEther サービスを用いることで、2拠点をギガビットイーサネット専
用線で接続しますので、IP ルーティング等の特別な処理が不要となり、お
客様は、単純に 2個のスイッチング HUB を LAN ケーブルでカスケード接
続するのと同様に、複数拠点の LAN同士を接続することができます。

レイヤ 2による接続 ( イーサネットカスケード接続 )
 上記の例では、2つの拠点をレイヤ 2で接続しています。この場合のネッ
トワークの論理構造は下図のようになります。

　HardEther 専用線は、とても長い LAN ケーブルのように機能します。2
箇所のスイッチング HUB 同士を LAN ケーブルで接続したのと全く同一の
状態となり、両方の LANのコンピュータ等は、特別な設定やルータの設置
等を行わなくても、自由に通信することができるようになります。
　1つのイーサネットセグメントには、一般的に、数百台程度までの PCを
収容することができます。大昔では、ブロードキャストパケットの増大に
よる CPU負荷の理由等により、1つの LANあたり数十台以下の PCを上限
とすることが推奨されていました。しかし、現代ではコンピュータの CPU
速度が向上したこと等により、数百台程度の PC が 1 つのイーサネットセ
グメントに収容されていても、特段速度が低下するということはなくなり
ました。

レイヤ 3による接続 (IP ルーティング )
　ブロードキャストストーム発生時の分離の問題、IP アドレスの重複の問
題、DHCP サーバーの重複の問題などを避けるために、中規模以上のネッ
トワークでは、拠点ごとに複数のレイヤ 2セグメントを設け、それぞれに
異なる IP ネットワークを割り当て、ネットワーク間にレイヤ 3スイッチや
IP ルータを設置する運用が行われる場合があります。
　HardEther 専用線はレイヤ 2のイーサネットケーブルと同等です。その
ため、レイヤ 3スイッチや IP ルータを用いた運用にも対応しています。

回線終端装置

ビル等の建物

設置希望部屋

1Fの管理人室や
機械室等

地面

光キャビネット

屋内光ファイバ
ケーブル

引込み
光ファイバケーブル

祝 回線開通

ローカルブリッジ
接続

同一の LAN として
通信可能

(例)
速度 900M bps
遅延 0.5m sec

回線終端装置 回線終端装置

HardEther
ギガビット
イーサネット
専用線

本社 (千代田区)支店 (渋谷区)

な
ネットワーク

物理的 Ethernet な
ネットワーク

物理的 Ethernet 

HardEther
ギガビット
イーサネット
専用線

回線終端装置 回線終端装置

LAN LAN

)
同一の

イーサネット(L2)
セグメントになる

レイヤ 2 で直結
(カスケード接続)
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活用例 2: ファイルサーバーや DB サーバーなどの
システムを一ヵ所に集中設置する

　複数の事業所がある企業様は、各事業所にファイルサーバーやデータ
ベースサーバー等の大容量データを扱うサーバーを設置されているこ
とが多くあります。これは、途中のWAN 回線が低速であるためです。
HardEther は高速・低遅延のギガビットイーサネット接続サービスである
ため、すべての拠点を、ほとんど LAN の内部と変わらない程度の高速な
1Gbpsイーサネットで接続することができます。これにより、すべてのファ
イルサーバーやデータベースサーバー等を本社やデータセンター等の一ヵ
所に集約させ、管理コストを大幅に削減するとともに、セキュリティの向
上も実現できます。
　ファイルサーバーやデータベースサーバーには、大量のデータが格納さ
れています。また、クライアント PCは、Windows のファイル共有クライ
アント機能や、専用の業務アプリケーション等で、頻繁にこれらのサーバー
にアクセスすることとなります。

分散配置 (WAN 回線が低速な場合 )

　複数の事業所がある企業の場合、各事業所の社員のために、サーバー等
を各事業所に分散して配置することが多いのが現状です。これは、事業所
間を接続するWAN回線 ( フレームリレーや IP-VPN 等 ) が低速かつ通信遅
延が大きいため、仮に本社にすべてのサーバーを集約した場合は、各事業
所の社員がそれらのサーバーにアクセスする際の体感速度が低下したり、
ファイルコピー等の速度が数 10 分の 1程度になってしまったりする問題
があるためです。そこで、多くの企業では、サーバー等を各事業所に分散
して配置しています。

HardEther専用線により高速接続しサーバー等を一ヵ所に集約

　HardEther は高速・低遅延のギガビットイーサネット接続サービスであ
るため、すべての拠点を、ほとんど LANの内部と変わらない程度の高速な
1Gbpsイーサネットで接続することができます。これにより、すべてのファ
イルサーバーやデータベースサーバー等を本社やデータセンター等の一ヵ
所に集約させ、管理コストを大幅に削減するとともに、セキュリティの向
上も実現できます。

活用例 3: VLAN 技術を用いて LANを 1本の
HardEther 回線に多重化する

　HardEther は、1契約につき 1本のレイヤ 2イーサネットの専用線を、2
拠点間で設置します。一般に市販されているスイッチングHUB の VLAN 機
能 ( タグ付き VLAN) を用いることにより、1本の専用線に、分離された複
数の LAN ( 最大約 4,000 個 ) を通すことができますので、大規模なレイヤ 3
ネットワークを構築されている企業様でもHardEther 回線をご活用いただ
けます。

　両拠点に「タグ付き VLAN」機能に対応したスイッチングHUB を設置す
ることにより、各 LAN に VLANID を設け、それにタグを付けてWAN回線
に飛ばすことができます。VLAN 機能により、物理的な専用線は 1本のみ
であるにもかかわらず、最大 4,091 本の LANを多重化して通すことができ
ます。
　論理的にすべての VLAN 間は分離されており、ある LANのユーザーがコ
ンピュータ等の設定を変更したとしても、別の VLAN とは通信ができませ
ん ( もちろん、ネットワーク管理者がレイヤ 3スイッチ等でルーティング
を行うことで、VLAN 間通信ができるようになります )。そのため、セキュ
リティは複数本の専用線を引いた場合と同等になります。ただし、1本の
専用線の帯域 (HardEther の場合は双方向最大 2Gbps まで ) を複数の LAN
で共有しますので、複数の LAN が大量にデータ通信を行っている瞬間は、
それぞれの LANの拠点間通信のスループットは低下します。

HardEther 事業の提携企業・顧問

提携企業 ‒ 既存の光ファイバの利用
　第一種電気通信事業者である株式会社
TOKAI ( 正式名称 : 株式会社ザ・トーカイ ) 様
と提携しております。当社は、同社の保有す
る光ファイバネットワークを活用して、中距
離・長距離の専用線サービスを実現します。

提携企業 ‒ 工事および保守
　お客様の拠点において現地事前調
査・開通工事等を行うため、大手通
信事業者の光ファイバ工事などにつ
いて経験豊富な以下の 2 社様に業
務を委託いたします。

PC

A

PC

B

DB 

WAN

WAN

PC

PC

DB 

A

B

HardEther
ギガビット
イーサネット
専用線

回線終端装置 回線終端装置

LAN1 LAN2

ルータや
レイヤ3スイッチ

192.168.1.0/24 192.168.2.0/24

別々の
イーサネット(L2)
セグメントになる

　この例では、一方の拠点が 192.168.1.0/24 の IP ネットワークに、もう一
方の拠点が 192.168.2.0/24 の IP ネットワークに属しており、間にルータや
レイヤ 3スイッチを設置し、拠点間をHardEther 専用線で接続することに
よって、IP ネットワークの分離を実現しています。この手法は、すでに複
数拠点があり、固定された IP ネットワークとして運用されているときに、
それらの IP ネットワーク間を接続する際に利用することができる方法です。
　上記の例では 2拠点を IP ルーティングで接続していますが、同様に、3
拠点以上であっても IP ルーティングで接続できます。



付録 1 遅延時間を『 1 ミリ秒以下 』に抑えることの重要性

通信遅延時間の短縮はスループットの高速化と
同等以上に大切

回線帯域が太くても遅延があれば台無しになる
広域イーサネット

遅延時間とファイル転送時間の関係 (実測データ )

　企業の業務でよく使用されているWindows ファイル共有プロ
トコル (SMB や CIFS と呼ばれます ) は、遅延に弱いプロトコルで
す。もともとこのプロトコルは、同一拠点の LAN 上で高速に接
続されている 2台のコンピュータが高速にファイル転送を行う
ことができるように設計されたものであり、WAN環境等、通信
遅延が常時発生する環境では、ファイル転送の速度が極端に低下
します。
　また、Windows ファイル共有プロトコル (SMB,CIFS) 以外にも、
TCP/IP のコネクションを 1本のみ使用するプロトコル ( 例 : FTP
や HTTP など ) によるファイル転送の速度が、遅延時間がかかる
に従って低下します。

　以下のグラフは、回線帯域が 1Gbps で、遅延がある回線につ
いて、遅延がどれくらいあれば、どれだけのスループット低下が
発生するのかという実験を実施し、実測データをもとにグラフ化
したものです。
　通信速度の測定にあたっては、0.5 ミリ秒以下のデータは非常
に長い光ファイバケーブルを用いて光速による遅延を発生させて
行い、それ以上のデータについては、スループットはそのまま 
(1Gbps) にした状態で遅延のみを発生させることができる装置を
用いました。いずれの場合も、スループットは約 970Mbps 程度
が出ることを TrafficServer / TrafficClient プログラムにより確認
し、遅延のみが発生している状況で行いました。

通信遅延時間を 1.0ms 以下に抑えることが重要
　「遅延時間によるファイル転送速度への影響」のグラフによる
と、遅延が短ければ、FTP では 818Mbps、Windows ファイル共
有では 476Mbps 前後の速度が出るところを、遅延が 1.0ms を超
えただけで、FTP では 260Mbps 前後、Windows ファイル共有で
は113Mbps程度の速度になってしまっていることがわかります。
　このように、遅延が少しでも長くなれば、コンピュータのユー
ザーが得ることができるパフォーマンスに影響します。日常的
にWindows ファイル共有をWANを経由して使用される場合は、
できるだけWAN回線の遅延を短くすることが重要であるといえ
ます。

HardEther 専用線サービスと
他事業者のサービスとの遅延の比較
　HardEther 専用線サービスと、他事業者の広域イーサネット
サービスについて、特定の 2拠点間を接続する場合の通信遅延
時間の保証値を比較すると、以下の表のようになります ( 詳細は、
付録 2のグラフご参照ください )。

通信サービス名 保証される通信遅延時間
市内 2拠点 県内 2拠点

HardEther 0.5ms 以下 0.8ms 以下
NTT 系広域イーサ 5.0ms 以下 5.0ms 以下
KDDI 系広域イーサ 5.0ms 以下 5.0ms 以下

実現できるスループットの比較
　上記の表と下記のグラフより、例えば市内2拠点の場合、FTPお
よびWindowsファイル共有プロトコルを2拠点間で用いた場合に
実現できる実効スループットは、以下の表のように算出できます。

通信サービス名
実現できる 2拠点間の実効スループット

FTP Windows
ファイル共有

HardEther 450Mbps 以上 220Mbps 以上
NTT 系広域イーサ 84Mbps 以上 38Mbps 以上
KDDI 系広域イーサ 84Mbps 以上 38Mbps 以上
※いずれも実験データおよび各社サービスの遅延時間の保証値をもとに計算したものであ
り、実際に各社サービスで上記速度が実現できることを保証するものではありません。

本 調 査 は、2008 年 12 月 1 日 ソ フ ト イ ー サ 株 式 会 社 調 べ に よ り ま す。 詳 し く は
http://www.hardether.jp/ の 比 較ページをご参照ください。この資料は同ページからの抜粋です。

　HardEther は同一県内の 2拠点間を 1.0 ミリ秒以下の時間で結
ぶことができます。通信遅延時間を1.0ミリ秒以下にすることは、
TCP/IP や Windows ファイル共有等を使用するためには、大変重
要な事項です。
　専用線や広域イーサネットサービスを選定される場合に、ス
ループットのみを重要視されていませんか。
　企業で使用される Windows ファイル共有プロトコル等を多用
される場合は、時には、「スループットを高速にすること」よりも、
「通信遅延時間を短くすること」のほうが大切になります。

2拠点間で低遅延な通信を保証するHardEther専用線サービスは、他社広域イーサネットサービスと比較して、極めて高いスループットを実現できます。

HardEther の
保証範囲

他社広域イーサの
保証範囲

比較条件
　4つのサービスについての月額料金の比較は、2拠点を 1Gbps
の回線で接続することを前提とし、以下の 3通りの条件で行い
ました。HardEther サービスのサービスタイプは、「バリュータ
イプ」(割引なし) を選択しました。また、他通信事業者様の他サー
ビスについて、県間について 2拠点間の距離によって条件が異
なる場合は、40km以内と仮定して計算しました。
近距離 : 2拠点が両方とも同一の市またはMA(NTT等の料金単位)にある場合

「茨城県つくば市天王台」と「茨城県つくば市研究学園」

中距離 : 2拠点が別々の市またはMAであるが、同一の都道府県内にある場合
「千葉県浦安市美浜」と「千葉県船橋市習志野」

長距離 : 2 拠点とも別々の都道府県にある場合
「東京都千代田区大手町」と「埼玉県草加市吉町」

比較結果

比較条件

比較結果

　「1. 月額料金の比較」と同等に、近距離・中距離・遠距離の 3
パターンを比較しました。

比較結果

比較結果
サ ー ビ ス 名 サ ポ ー ト の 受 付 時 間 帯

HardEther 原則 営業日・営業時間内 ( 契約約款に明記 )
ただし実際には休日・夜間にも対応することがあります

NTT 系広域イーサ 原則 24 時間 365 日間を謳っている
NTT 系専用線 原則 24 時間 365 日間を謳っている
KDDI 系広域イーサ 原則 24 時間 365 日間を謳っている
　この比較結果によると、ソフトイーサ社のHardEther サービスのサポートの受付時間帯は、
他サービスと比較して悪いということができます。ただし、HardEther サービス ( スタンダー
ドタイプ・エンタープライズタイプ ) にはバックアップ回線が付属し、専用線が切れた場合
はバックアップ回線に自動的に切り替わるようになっています。サポートの受付時間に制
限があるというデメリットを、バックアップ回線で一部カバーしています。

　他社の広域イーサネットサービスは、共有網のため、複数のお客様の通信が、1つの装置
を共有して流れています。広域イーサネットサービスを提供する通信事業者は、1年間に数
回程度、深夜時間帯にこれらの通信装置をメンテナンスするため、通信不能になることが
あります。これらの広域イーサネットサービスのメンテナンスは、通常は 1ヶ月程度前に
お客様に連絡がありますが、それでも重要な基幹ネットワークとして広域イーサネットサー
ビスを利用されているお客様にとっては重大な支障となる場合があります。

　HardEther サービスは、専用線のため、基本的に、定期的なネットワーク全体のメンテナ
ンスはありません。原則として、光ファイバ専用線や通信装置等が故障した場合、または
故障する恐れがある場合のみ、装置の交換・設定変更が実施されます。
　したがって、たとえ深夜であっても通信の切断が許されないネットワークには、
HardEther 専用線を利用すべきです。

比 較 項 目 HardEther 専用線サービスに関する評価
月 額 料 金 HardEther が大幅に優れている
通 信 遅 延 保 証 HardEther が大幅に優れている
S L A 条 件 おおむね同等程度
サ ポ ー ト 体 制 他社サービスのほうが優れている
メンテナンスによる
深夜の通信断の発生

HardEther が大幅に優れている
(専用網のため深夜のメンテナンスがない)

付録 2 「ハードイーサ」ギガビット広域イーサネット専用線サービスと他通信事業者様の既存の専用線・広域イーサネットサービスとの比較

　HardEther 専用線サービスを他通信事業者様の既存の専用線・
広域イーサネットサービスとを比較したところ、以下に挙げられ
るように、HardEther 専用線サービスには大きなメリットがある
ことがわかります。
　ここでは、以下の 4つの 1Gbps サービスを比較します。
• HardEther 専用線サービス ( 専用網 )
• NTT 系広域イーサネットサービス ( 共有網 )
• NTT 系専用線サービス ( 専用網 )
• KDDI 系広域イーサネットサービス ( 共有網 )

1. 「月額料金」の比較

2. 「通信遅延保証」の比較

3. 「SLA 条件」における
「故障」とみなされるまでの時間の比較
　SLA ( サービス品質保証制度 ) における、通信障害が発生して
から「故障」とみなされるまでの時間を比較してみました。SLA
における返金の開始は、一定時間通信障害が継続して発生してい
ることが前提とされますので、基本的に、「故障」とみなされる
までの時間は短いほどお客様にとって有利です。

4. サポート体制 ( 故障時の修理体制 ) の比較
　各サービスについて、故障が発生した場合の修理 ( サポート ) 
の受付時間帯を比較しました。

5. 深夜のメンテナンスによる
通信断の可能性に関する比較

他社の広域イーサネットサービスの場合

HardEther 専用線サービスの場合

比較結果のまとめ

本 調 査 は、2008 年 12 月 1 日 ソ フ ト イ ー サ 株 式 会 社 調 べ に よ り ま す。 詳 し く は
http://www.hardether.jp/ の 比 較ページをご参照ください。この資料は同ページからの抜粋です。
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HerdEther サービスパートナーである取扱店（販売代理店）にご連絡いただくことでお見積もりをさせていただくこ
とも可能です。お気軽にお問い合わせください。

お申し込み後、最短 14 日間～最長 3ヶ月程度で開通が可能です。お申し込み数が特に多くなる時期（年度末等）には
長期間を要することがございますので、お早めにお申し込みください。

料金のお見積りは 24 時間受付 http://www.hardether.jp/

　初期費用・月額料金の金額は、お客様がご希望のサービスタイプと、2拠点の住所・距離によって異なります。
具体的な金額は、Webサイト上の「自動見積システム」により、いつでも、自由にお調べいただくことができます。

Web サイトから直接お申し込み

ご契約前のソフトイーサへの直接のお問い合わせ先：

月額料金

初期費用

予想開通日数

取扱店を経由したお申し込み

　HerdEther は、Web サイトから直接お申し込みい
ただくことができます。
　見積結果の画面上に「本日時点でのお申し込みが
可能です。」と表示されている場合は、お申し込みボ
タンをクリックすることで、申し込み手続きに移行
することができます。

　HerdEther サービスのパートナーである取扱店
（販売代理店）の営業担当者にご連絡いただくこと
で、HerdEther に関する詳しいご説明やお見積を
させていただきます。また、お申し込みに必要な
書類の作成もお手伝いいたします。
　HerdEther サービスについてご納得の上でお申
し込みいただけます。

ご相談・お申し込みは以下の販売代理店までご連絡ください：

設 立 2004 年 4 月 1日
売 上 高 2 億 8,304 万円 (2013 年 3 月末 )
経常利益 5,253 万円 (2013 年 3 月末 )
資 本 金 4,430 万円
総 資 産 1 億 2,438 万円 (2013 年 3 月末 )
資 格 電気通信事業者 ( 総務省関東総合通信局 A-18-9086)

主な受賞 第 15 回日経 BP技術賞「特別賞」 (日経BP社 , 2004)、ソフトウェア・プロダクト・オブ・
ザ・イヤー 2006「グランプリ」 ( 独立行政法人情報処理推進機構 , 2006)、経済産業大臣
表彰 ( 内閣府・経済産業省・総務省・財務省・文部科学省・国土交通省 , 2007)、他多数

FAX ：029-851-0646
Webサイト : http://www.hardether.jp/
電子メールアドレス : he-support@softether.co.jp

携帯・PHS OK

通話料無料 0120-913-216
（土・日・祝日・休日を除く午前 9時 30 分～午後 5時）
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